
Inexplicable owl  vol.6 

 

日時：2019 年 11 月 21 日（木）18:30 開演 

 

会場：メニコン ANNEX HITOMI ホール 

 

 

 

原田 裕貴  Visions III  エレクトリック・ギター：山田 岳 

 

酒井 麻由佳  Calling - for Solo Contrabass -  コントラバス：佐渡谷 綾子 

 

細井 博之  チェロとピアノのための「鏡のなかの鏡」  チェロ：小川 真貴 ピアノ：戸田 恵 

 

石川 泰昭  ウソツキツツキの鳴く島  トランペット：坂 麻帆 ピアノ：石川 泰昭 

 

岩本 渡  MEGI  エレクトリック・ギター：山田 岳 

 

 

休憩 

 

 

可知 奈尾子  碧色の波〜Blue Wave〜４手連弾のための  ピアノ：瀧澤 俊、 戸田 恵 

 

牛島 安希子  Chatoyant for classical guitar and soundtrack  ギター：山田 岳 

 

山田 亮  どこから飲んでも甘い水を体の中に入れる  トロンボーン：田中 洋実 ピアノ：山田 亮 

 

田中 範康  3 つの形態  ギター：山田 岳 

 

 

 

 

 

 

音響：岡野 憲右（名古屋芸術大学教授） 

録音：長江 和哉（名古屋芸術大学准教授） 

協力：原 綾美、首藤 友里 

学生スタッフ：サウンドメディア・コンポジションコース学生 

後援：名古屋芸術大学音楽学部・芸術学部芸術学科音楽領域 

名古屋芸術大学音楽学部同窓会 



プログラム・ノート 
 

原田 裕貴  Visions III 

エレクトリック・ギター：山田 岳 

 

1 人の演奏者とエレクトロニクスによる作品、”Visions”と題したシリーズの三作目となる。 

“Visions”は「幻像」を意味するが、初演の舞台である HITOMI ホールの名にちなんでもいる。 

 

 

酒井 麻由佳  Calling - for Solo Contrabass - 

コントラバス：佐渡谷 綾子 

 

朗々と鳴り響く"うた"を書きたいというシンプルな思いから作った曲です。 

自分の中にある"うた"とは何か。言葉がなくてもハーモニーの推進力がなくても、一つの音に内在する方向性や重力、そういっ

たエネルギーを感じながら紡ぐフレーズがそうでした。 

そしてそれは誰かに届いてほしい声、あるいは誰に届かなくとも叫び続ける静かな想いかもしれない。 

 

 

細井 博之  チェロとピアノのための「鏡のなかの鏡」 

チェロ：小川 真貴  ピアノ：戸田 恵 

 

この世界は断片だけからなりたっている。そしてどの断片もほかの断片とはもう関係がなくなっている。わしらのところからあ

の言葉が消えてしもうてから、そうなったんじゃ。おまけに、なんとも困った話じゃが、断片はどんどんこわれつづけ、おたが

いをつなぐものが、ますます少なくなっている。 

 

ミヒャエル・エンデ「鏡のなかの鏡――迷宮」より  

 

 

石川 泰昭  ウソツキツツキの鳴く島 

トランペット：坂 麻帆  ピアノ：石川 泰昭 

 

そこは、いつも霧に包まれた不思議な島。 

 

ウソツキツツキが「ソーツキ、ソーツキ」鳴き、本の鳥が羽ばたき、みかんジュースの瓶の音がする雨が降ります。 

 

もぐらのグラは、雨がやんだ後の森を散歩しながら森の声を聞くのが好きでした。 

 

その日も、いつものように月の光を道しるべに歩いていました。 

 

クリームソーダ色した風が、時折グラのひげをかすめては、闇に消えていきます。 

 

グラは、明日を探していました。 

 

（つづく） 

 

 



 
 

岩本 渡  MEGI 

エレクトリック・ギター：山田 岳 

 

 この作品の原型は、2019 年瀬戸内国際芸術祭の開催地である香川県高松市の女
め

木島
ぎしま

に古くから伝わる勇壮な「住吉神社大祭」

を題材に作曲し、１０月に同芸術祭で発表したものである。「MEGI」はこの題材をエレクトリック・ギターで演奏できるように

再構成した作品である。 

 

 

可知 奈尾子  碧色の波〜Blue Wave〜４手連弾のための 

ピアノ：瀧澤 俊、 戸田 恵 

 

作品タイトル「Blue wave」の「Blue」には、色彩のイメージだけでなく、”Blue note”の＜半音下げた音＞という意味が内在し

ています。 

トリルから始まる細かな波が様々な形に変化し、絡み合いながら大きな波を形成していきます。そしてこの音像が、大局的には 

”海”をイメージさせるように曲全体を構成しています。 

作品を通して、その様を楽しんでいただければ幸いです。 

 

 

牛島 安希子  Chatoyant for classical guitar and soundtrack 

ギター：山田 岳 

 

chatoyant
シャトヤント

は、「キャッツアイ」として知られる反射光の帯が、カボションカットの宝石の表面のすぐ下を移動する光学現象であ

る。石内に非常に薄い平行な介在物を多数含む石で発生する。  

撥弦楽器の音色に対する強い興味が以前からあったのだが、ことギターは様々な文化を背負う楽器であり、魅力的に感じていた。

今回はギターの摩擦音やボトルネックのスライド奏法を多用し、ギターの煌びやかな音質、詰まるような音、様々な面を取り入

れ作品にした。 

 

 

山田 亮  どこから飲んでも甘い水を体の中に入れる 

トロンボーン：田中 洋実  ピアノ：山田 亮 

 

それは水だから、形がない。 

形がないので、正しい答はない。 

そのかわりに、どこから飲んでもとても甘い。 

甘いから、体の中に入れると良い。 

 

 

田中 範康  3 つの形態 

ギター：山田 岳 

 

本作品は、あらかじ録音したソプラノにエレクトロニクスにより可変されたパート、純然たるエレクトロニクスで作られたパー

ト、それにギターの生演奏が加わり、それぞれが個性の異なる３つの音色を通じて、時間軸上で対峙、同化を繰り返しながら新

たな響きを求めた作品である。 



演奏者プロフィール 
 

山田 岳 YAMADA Gaku  (Guitar) 

現代音楽の演奏を活動の主軸とし、広く内外の作曲家との交友を通

して多くの独奏曲や室内楽、協奏曲などの初演に携わり、ギターの

ための新しいレパートリーを開拓している。またピリオド楽器の演

奏も得意とし、時代にとらわれない幅広いレパートリーを持つ。近

年では楽器の枠を超えたパフォーマーとしての活動、ダンサーや造

形家とのコラボレーションによる舞台制作など、様々な切り口で新

しい表現へのアプローチを試みている。 

https://www.gakuyamada.com 

 

佐渡谷 綾子 SADOYA Ayako  (Contrabass) 

東京音楽大学付属高校を経て、東京藝術大学音楽学部を卒業。第 15

回宝塚ベガ音楽コンクール入賞。第 3 回秋吉台音楽コンクール コ

ントラバス部門第 1 位、および総合優勝。小澤征爾音楽塾オペラプ

ロジェクトやＰＭＦ等に参加。2015 年 1 月 1 日より、名古屋フィ

ルハーモニー交響楽団のコントラバス奏者として活動、現在首席奏

者。今までに永島義男、西田直文、山本修、黒木岩寿、斎藤順の各

氏に師事。名古屋芸術大学非常勤講師。 

 

小川 真貴 OGAWA Maki  (Violoncello) 

5 歳よりチェロを始める。名古屋市立菊里高等学校音楽科、愛知県

立芸術大学卒業、同大学大学院修了。第 1 回各務原音楽コンクール

審査員特別賞などを受賞。2012 年一宮市主催による弦楽四重奏新

進芸術家サポートプログラムに参加。大学主催の大学院最優秀学生

による修了演奏会、読売中部新人演奏会などに出演。Quartet Vita 、

Duo Risello のメンバー。これまでに林良一、河野文昭、松波恵子

の各氏に師事。 

 

戸田 恵 TODA Megumi  (Piano) 

兵庫県立西宮高等学校音楽科卒業後、渡仏。パリ国立高等音楽院ピ

アノ科併せて室内楽科、及びパリ・エコールノルマル音楽院卒業。

名古屋芸術大学大学院音楽研究科修士課程修了。シャトゥー国際ピ

アノコンクール第２位 併せて日仏友好賞受賞、神戸芸術センター

コンクールファイナリストなど、国内外のコンクールにて多数入賞。

現在、パリエコールノルマル音楽院 中沖玲子教授のアシスタント

を務める。名古屋芸術大学専任講師。 

 

坂 麻帆 BAN Maho  (Trumpet) 

愛知県生まれ。12 歳からトランペットを始める。藤島謙治氏に師

事。同朋高校音楽科卒業。現在、名古屋音楽大学 4 年次在学中。 

 

 

 

 

瀧澤 俊 TAKIZAWA Shun  (Piano) 

上野学園高校 音楽科演奏家コース卒業、名古屋芸術大学に特待生

として入学。これまでに第 19 回ショパン国際ピアノコンクール in 

ASIA 高校生部門 アジア大会銀賞、第 72 回 全日本学生ピアノコ

ンクール ピアノ部門 高校の部 東京大会本選入賞などの賞を受賞。

これまでに田部京子、植田克己、川田健太郎、島田彩乃の各氏に師

事。現在、ピアノを横山幸雄、上原彩子、今野尚美の各氏に、作曲

を西尾洋氏に師事。 

 

田中 洋実 TANAKA Hiromi  (Trombone) 

京都市立芸術大学音楽学部卒業。桐朋学園大学研究科修了。第25回

ヤマハ管楽器新人演奏会に出演。小澤征爾音楽塾「青少年のための

オペラ」に参加。ノースウェスタン大学にて、シカゴ響の Michael 

Mulcahy 氏のマスタークラスを受講。第3回名古屋トロンボーンコ

ンペティションアンサンブル部門第1位。呉信一、桒田晃両氏に師

事。現在フリーランストロンボーン奏者として活動している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



作曲者プロフィール 
 

田中 範康 TANAKA Noriyasu 

国立音楽大学作曲科並びに器楽科(オルガン専攻)卒業。作品は、世

界各地の音楽祭、放送メディアで紹介されている。オーストリアの

VMM レーベルから室内楽作品集として、2 枚のアルバムがリリー

スされている他、国内では「田中範康作品集」が 2011 年に、「田中

範康作品集 II[音の情景]」が 2014 年に、ALM レコードよりリリー

スされている。現在、名古屋芸術大学芸術学部、同大学院音楽研究

科教授。日本現代音楽協会、日本作曲家協議会、日ロ音楽家協会各

会員。 

 

岩本 渡 IWAMOTO Wataru 

愛知県立芸術大学音楽学部作曲専攻及び同大学院修了。第 50 回日

本音楽コンクール作曲部門第 1 位。NHK BS 番組のテーマ音楽、劇

場版アニメ「ボトムズ・ファインダー」のサウンド・トラックを担

当。またドイツ、メキシコでエレクトロニクス、映像を取り入れた

作品を発表。国際コンピュータ音楽会議 ICMC-SMC2014（ギリシ

ャ）入選。瀬戸内国際芸術祭での出品。現在、名古屋芸術大学教授、

愛知県立芸術大学非常勤講師。 

 

可知 奈尾子 KACHI Naoko 

愛知県芸大学院、桐朋学園大科目等履修生修了。第 22 回文化庁舞

台芸術奨励賞作曲部門佳作、第 12 回芥川作曲賞ノミネート、第 16

回奏楽堂 日本歌曲コンクール作曲部門入賞、ʼ13 年 Luxemburg 国

際作曲賞第３位、聴衆賞、演奏家賞同時受賞、第 9 回 JFC 作曲賞入

賞、第 21 回国際ピアノデュオ作曲コンクール審査員特別賞受賞の

他、委嘱も含め国内外で作品が演奏される。名古屋芸大准教授、名

古屋音楽学校非常勤、JFC 会員、JASRAC 信託会員。 

 

原田 裕貴 HARADA Yuki 

名古屋芸術大学大学院音楽研究科修了。在学中より映画、テレビ、

舞台、ゲーム、アニメーション、TV-CM 等の音楽制作に携わる。

現在、名古屋芸術大学講師、名古屋大学、岡崎女子大学、岡崎女子

短期大学非常勤講師。http://yukiharada.com 

 

山田 亮 YAMADA Ryo 

1983 年生まれ。名古屋市出身。東京在住。愛知県立芸術大学作曲

専攻卒業。ピアニストとしては自由な即興演奏を中心に活動してい

る。 作曲家としては、一般的な音楽作品に限らず、さまざまなメ

ディアを使用した作品、パフォーマンス作品などを発表。 音楽家

だけでなく、演劇、美術、ダンスなどのアーティストと関わる活動

も多数。 

 

 

 

牛島 安希子 USHIJIMA Akiko 

作曲家。愛知県立芸術大学大学院音楽研究科作曲専攻修了。ハーグ

王立音楽院作曲専攻修士課程修了。室内楽作品、エレクトロアコー

スティック作品の制作や映像とのコラボレーションを行っている。

作品はノヴェンバーミュージックフェスティバル（オランダ）、ア

ルスムジカ音楽祭（ベルギー）、Focus 現代音楽祭（アメリカ）を

はじめ、イギリス、ドイツ、ロシアなど世界各地で演奏されている。

オランダのレーベルより作品が収録された CD が発売されている。

第六回 JFC 作曲賞入選。ICMC 2013,2014 入選。MUSICA NOVA 

2014 入選。愛知県立芸術大学非常勤講師を経て、現在名古屋芸術

大学非常勤講師。日本作曲家協議会、先端芸術音楽創作学会会員。

女性作曲家会議（JWCM）運営メンバー。 

HP:https://akikoushijima.space 

 

石川 泰昭 ISHIKAWA Yasuaki 

音楽家。童話作家。詩人。映像作家。 第 21 回文化庁メディア芸術

祭新人賞。第 19 回文化庁メディア芸術祭審査員推薦作品。坂本龍

一に賞賛されたオノマトペで作られた理想郷というコンセプトの

1st Album「onomatopia」発売。世界最大のメディアアートの祭典”

アルスエレクトロニカ”を始め、フランス、イタリアなど 10 カ国以

上の海外芸術祭で作品上映。堂本光一主演ミュージカル「Endless 

Shock 2019」音楽制作。手嶌葵がヴォーカルの SNGO の編曲。「四

月のクリスマスイヴ」の MV の監督を務め、楽曲が世界配信。 鉄

拳のパラパラ漫画のアニメーション「誓い」の音楽作曲。映画「Canal 

try」、「空回りな女たち」。 

 

細井 博之 HOSOI Hiroyuki 

名古屋芸術大学卒業、愛知県立芸術大学大学院修了。在学中よりセ

ントラル愛知交響楽団、愛知室内オーケストラ、愛知県立芸術大学

管弦楽団を始めソロや室内楽も含め様々な演奏家によって作品が

演奏される。また、主に東海地方の演奏家によるコンサートのため

の編曲にも多数従事している。主な作品にピアノ協奏曲（修士作品）、

チェロとピアノのためのソナタ、ヴァイオリンとピアノのためのソ

ナタ「春」などがある。名古屋芸術大学非常勤講師。 

 

酒井 麻由佳 SAKAI Mayuka 

大阪府出身。東京藝術大学音楽学部作曲科卒業。映像作品のための

音楽制作を行なっている他、放送用ライブラリ楽曲制作やオーケス

トラ編曲、コンサートのための楽曲編曲なども多数手がけている。

またピアニストとして東京、名古屋、大阪を中心にコンサートやラ

イブ活動を行う他、映画やテレビドラマのためのレコーディングに

参加するなど幅広く活動を行っている。Website https://mayuka.jp 


